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可
決
さ
れ
た
意
見
書

▽
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
と「
内
方

線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」の
整

備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

▽
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

▽
地
方
防
災
力
の
向
上
と
災
害
に

強
い
防
災
拠
点
の
整
備
を
求
め

る
意
見
書

採
択
さ
れ
た
請
願

▽
県
立
佐
原
病
院
の
早
急
な
整
備
・

充
実
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
千
葉
県
生
涯
大
学
校
の
充
実

を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
第
一
項
〜
第

三
項
）

（
二
面
よ
り
続
き
）

問
　
軽
油
引
取
税
に
係
る
地
方
税

法
違
反
事
件
に
つ
い
て
、
脱
税
の
立

証
が
で
き
な
い
場
合
は
告
発
に
至

る
こ
と
は
少
な
い
と
聞
く
。

　
今
回
、
全
国
で
初
め
て
、
脱
税
で

は
な
く
免
税
軽
油
の
虚
偽
報
告
に

よ
り
販
売
店
等
を
告
発
し
た
の
は

な
ぜ
か
。

答　

本
事
件
は
、
不
正
行
為
を
行
っ

た
の
が
納
税
義
務
の
な
い
販
売
店
側

で
あ
っ
た
た
め
、
脱
税
の
罪
を
問
う

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
不

正
行
為
が
長
期
的
・
組
織
的
に
行
わ

れ
る
な
ど
極
め
て
悪
質
で
あ
り
、
刑

事
責
任
を
問
う
べ
き
事
案
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
、
同
様
の
不
正
行
為
の

全
国
的
な
横
行
を
抑
止
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
料
分
析
や
関

係
者
へ
の
聴
取
等
に
よ
り
事
実
を

解
明
し
、
免
税
軽
油
の
虚
偽
報
告
に

係
る
罪
な
ど
を
適
用
し
て
告
発
し
た
。

問
　
東
日
本
大
震
災
時
に
は
、
妙
典

給
水
場
で
水
道
局
職
員
が
水
道
水

を
非
常
用
飲
料
水
袋
に
入
れ
て
被

災
者
に
配
っ
て
い
た
が
、
今
後
も
同

様
の
対
応
を
し
て
い
く
の
か
。

答　

県
営
水
道
で
は
、
災
害
時
に
断

水
が
発
生
し
た
場
合
、
浄
水
場
・
給

水
場
等
で
応
急
給
水
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会

　

ま
た
、
非
常
用
飲
料
水
袋
を
約

十
一
万
枚
備
蓄
す
る
等
、
応
急
給
水

用
資
機
材
の
充
実
に
も
努
め
て
い
る
。

問
　
「
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
る
条
例
」
に
つ
い
て
、
児
童
虐
待

防
止
法
が
既
に
制
定
さ
れ
て
い
る

中
で
、
県
と
し
て
条
例
を
制
定
す
る

意
義
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

県
行
政
の
責
任
を
明
確
に
し
、

市
町
村
を
初
め
と
し
た
関
係
機
関

と
の
早
急
な
連
携
と
、
一
層
の
連
携

強
化
の
方
針
を
打
ち
出
す
た
め
、
県

全
体
で
児
童
虐
待
撲
滅
を
目
指
す

具
体
的
な
指
針
と
な
る
条
例
と
考

え
て
い
る
。

問
　
「
千
葉
県
自
転
車
の
安
全
で
適

正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

に
つ
い
て
、
県
民
に
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
く
の
か
。

答　

市
町
村
等
へ
の
説
明
会
の
開
催
、

チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布
に
よ
り
、
周

知
・
啓
発
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

　

今
後
は
、
学
校
な
ど
へ
の
周
知
依

頼
に
加
え
、
官
民
の
推
進
組
織
で
あ

る
千
葉
県
交
通
安
全
推
進
対
策
委

員
会
に
自
転
車
部
会
を
設
置
す
る

な
ど
、
オ
ー
ル
千
葉
県
で
自
転
車
の

安
全
利
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
佐
原
の
山
車
行
事
と
北

総
四
都
市
の
日
本
遺
産
を
合
わ
せ

た
、
広
域
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

答　

県
で
は
、
伝
統
的
な
行
事
な
ど

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

の
文
化
財
も
含
め
た
北
総
四
都
市

の
魅
力
を
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
ほ
か
、

圏
央
道
開
通
を
活
用
し
た
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
日
本
遺

産
を
取
り
入
れ
た
新
規
バ
ス
ツ
ア
ー

の
造
成
を
促
進
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
魅
力
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
広
域
的
な
観
光
商
品

の
造
成
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

問
　
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
対
す
る
本
県
の
発
生
予
防
対
策

は
ど
う
か
。

答　

養
鶏
農
家
に
立
ち
入
り
、
防
鳥

ネ
ッ
ト
な
ど
の
設
置
や
、
農
場
に
出

入
り
す
る
関
係
車
両
へ
の
消
毒
を

徹
底
し
た
。

　

ま
た
、
監
視
体
制
強
化
の
た
め
、

農
場
へ
の
定
期
的
な
検
査
や
、
死
亡

羽
数
の
報
告
を
求
め
る
と
と
も
に
、

野
鳥
の
ウ
イ
ル
ス
保
有
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。

問
　
橋
梁
、
横
断
歩
道
橋
、
ト
ン
ネ

ル
に
つ
い
て
、
長
寿
命
化
対
策
の
今

後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

長
寿
命
化
修
繕
計
画
は
、
損
傷

が
あ
ら
わ
れ
る
前
に
対
策
を
講
じ

る
予
防
保
全
と
す
る
も
の
で
、
橋
梁

に
つ
い
て
は
、
既
存
計
画
を
改
訂
し
、

横
断
歩
道
橋
及
び
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
計
画
を
策
定
し
た
。

計
画
に
基
づ
く
修
繕
に
よ
り
、
道
路

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
通
学
路
の
交
通
安
全
確
保
に

関
す
る
国
か
ら
の
通
知
を
受
け
、
県

農
林
水
産
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。

答　

学
校
、
道
路
管
理
者
、
警
察
等

が
連
携
し
た
推
進
体
制
や
通
学
路

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
ほ
ぼ
全
市
町

村
で
整
備
さ
れ
、
定
期
的
な
合
同
点

検
と
通
学
路
の
安
全
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
通
学
路
の
継
続
的

な
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
も
、
市
町
村
に
働
き
か
け
て
い

く
。

各常任委員会の

主な質疑から

予算委員会の設置

平成29年２月定例県議会 会期及び議事・委員会予定

■平成28年度予算委員会委員名簿 平成29年1月25日現在

自　　民　　党

◎ 西　田　三十五 ◯ 木　下　敬　二
◯ 鈴　木　　　衛 山　中　　　操
佐　野　　　彰 松　下　浩　明
内　田　悦　嗣 山　本　義　一
中　沢　裕　隆 坂　下　しげき
五十嵐　博　文 中　村　　　実
戸　村　勝　幸 茂　呂　　　剛

民　　進　　党
矢　崎　堅太郎 網　中　　　肇
鈴　木　　　均 守　屋　貴　子
大　﨑　雄　介

公　　明　　党 秋　林　貴　史 横　山　秀　明
共　　産　　党 加　藤　英　雄
市民ネット・社民・無所属 ふじし ろ 政 夫
千　　翔　　会 水　野　友　貴
護 憲 保 守 の 会 西　尾　憲　一
千 葉 県 民 の 声 プ リ テ ィ 長 嶋
いんば無所属の会 岩　井　泰　憲

◎委員長　○副委員長

　２月定例県議会において県の新年度予算及び関係する議案を横断的かつ
多角的に審査するため、予算委員会が設置されました。

…チバテレビで生放送（手話通訳つき）があります。ぜひご覧ください。TV

月　　日 議事・委員会予定 開議予定時間
2月1日（水）開会日 TV 午前10時～
7日（火）質疑並びに一般質問 TV 〃
8日（水）  〃 TV 〃
9日（木）  〃 TV（午前のみ） 〃
10日（金）  〃 〃
13日（月）  〃 〃
14日（火）  〃 〃
16日（木）予算委員会 TV 午前10時30分～
17日（金）  〃 TV 〃
20日（月）  〃 TV 〃
21日（火）常任委員会 （総務防災・総合企画水道） 午前10時～
22日（水）  〃 （健康福祉・環境生活警察） 〃
23日（木）  〃 （商工労働企業・農林水産） 〃
24日（金）  〃 （県土整備・文教） 〃
3月1日（水）閉会日 午後１時～

「子どもを虐待から守る条例」を可決
　12月定例県議会において、議員提案による「千葉県子どもを虐待から守る条例」
が賛成多数で可決されました。

●条例概要
　この条例は、児童虐待による痛ましい事件がいまだに全国で相次ぎ、本県の児童
虐待相談対応件数も全国上位であることなどから、「全ての子どもが虐待から守ら
れ、幸せを実感しながら成長できる千葉県」を目指して、県や県民、保護者などの責
務や役割を明らかにしつつ、子どもを虐待から守るための施策等を推進し、もって
子どもたちが健やかに成長できる社会の実現に寄与することを目的としています。
　条例の特徴としては、県行政の責務を明確化し、児童虐待防止法の努力義務の一
部を義務化しました。
　また、児童相談所の体制整備や関係機関等との一層の連携、教育現場における児
童生徒に対する教育的取り組みの推進、虐待の発生予防に資するとされる母子保
健施策等の市町村が行う施策や関係機関の取り組みへの支援、さらに、虐待を受け
た子どもに対する社会的養護の充実などを定め、オール千葉県で子どもへの虐待
の防止等を図ることとしています。

（平成29年4月1日施行予定）


